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薬用植物 トウキ種子の発芽促進
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実用植物 トウキ Angdica acuⅢloba(Sttb et
Zucc)KttACAWAは,全 草に強い芳香のあるセリ科
の多年生草本で,根 をそのまま湯通 じ,乾 燥させ
たものを当帰と言い,強 壮 鎮 痛 鎮 静 補 血に
利用される。

奈良県では主に吉野郡で栽培されているが,採
種後の適切な選別が行われにくく発芽率が低いう
え,発 芽はばらつきが大きく,そ ろった古が得に
くい。そこで,種 子の精選法,発 茅率,発 茅の斉
一性の向上について,平 成 61 7年 に実験を行っ
た。

種子は,平 成 6年 8月 に吉野郡下市町,平 成 7
年 8月 に,大 塔村の生産者が採種したものを譲り
受け. 4℃ の冷蔵庫で保存 したものを供試した。
発芽試験は,直 径 9cmの シャーレにNo 6の ろ紙
を2枚重ね,種 子を100粒ずつ置床した。予備試験
から,発 茅適温は,20℃ ～25℃と考えられるため,
明条件下の20℃で実施した。発茅は, lmm以 上発
根 したものを発芽とみなし毎日観察した。調査期
間は,実 験 1は30日間,実 験 2のOは 30日FH3,②
は25日間とした。発芽率は,総 発芽種子数■置床
種子数×10oで,発 芽速度を表す指標として,平 均
発芽日数,発 芽係数Ⅲを用い,平 均発芽日数は,
Σ (発芽日数X当 日発芽種子数)■発芽種子数×
100,発芽係数は,平 均発茅日教■発茅率X100で
比較した。

実験 1 種 子の比重、大きさと発芽
①硫安を溶質として,ボ ーメ比重計を用い異な
る比重の溶液を作り,下 市産の種子を比重100未
満,l oo以上105未満,105以 上1 lo未満,1 lo以
上に分け,発 芽試験に供した。種子はあらかじめ
lmm目 のふるいで選別した。

発芽は,比 重lo未満とlo以上で明らかに差が見
られ,比 重10以上で発ォ率,発 芽係数ともに優れ
た。また,比 重が大きくなるにしたがい発芽率は
高くなった (第1図 )第 1表)。
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第 1図 比 重の異なるトウキ種子の発芽の推移
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第 1表 比重の異なる トウキ種子の発芽
TabiC l  G r e m i n a t i。こ。f Tcu【i see d s  O r  d i , l t r c n t

100夫満
100以上105未満
105以上110未満
110以上

2 8
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651

700

9 7

1 0 1

1 1 2

1 1 2

3464

159
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②比重10以 上の種子をふるいでl omrn以上と
10mm未 満05mm以 上に分けた。種子の大きさと発
芽率の関係は,l omm以 上で発芽率が高かった。
平均発芽日数は,lomm未 満で短かったが差はわ
ずかであった。発芽係数は,lomm以 上で小さく
発芽速度が速かった (第2表)。
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以 卜iより, トウキ笹子の精世方法は,比 三10で

涯別した後, lmm日 のふるいをj芭すと,充 実 した

種子を得ることができる。しかし 1 0mlT木満の

種子は全体の33%に 過ぎず (第3表 )Ⅲ実用的に

は10で比童送した種子をさらに大きさで分ける必

要はなく 比 二10(水 )の みの逆別で,充 実した

種子が迂別できる。

第 2表 トウキ種子の大きさと発芽の関係

Tablc 2 Rolabon betwecn seeds sizc■■d gremⅢlatioll ct

Tou(i sccds

った (第4表 )。

0低 i話湿i問処理による
/tt芽促進

予備試験の 5℃ 区で,発 芽しなっかた下市産種

子を20℃ に世 くと,発 チが促進された (発芽車

66%、 平均発芽日数27日 ,発 芽係数 41)の で,

さらに大塔産fB子で検討を加えた。 5t区 では

2%発 芽したので,処 理'札度を4℃ とし,T■子を

2時 間給水させた後,湿 らせたガ
ーゼに包み,中

栓のついたポリエテレン容器で10日,20日 ,30日

40日間保存処理した。/yt理後す く
｀
置休する区と,

12日間風:を後置水する区を設けた。

この結果,各 処理の発芽率に及はす杉響には,
一定の傾向は見られなかったが,処 理畑問が長 く

なるにしたがい。平均発芽日教は短く,発 芽係数

は小さくなり,発 茅促進効果が1曽力出した。処理後,

12日間風乾 して置床した結果 各 処理区とも発芽

■,平 均発チキ 発 芽係数に大きな変化は見られ

ず)発 芽促T4t Kll栄は持続 した (第5表 )。

第4表 トウキ種子の発芽に及ばす発芽促進剤の影響
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第 3表 トウキ種子の比重の大きさの分布
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実験 2 種 子の発芽促進

0プ ライミングによる発芽lt進
-10barのポリエチレングリコール (P● G)2'

を,ろ 紙を2枚 こねた9cmシ ャ
ーレに注ぎ,そ の

にに下市産のll子を置床してブライミングを行つ

た。ジベレリン (GA,)の 効果を見るため,PEG

にGA1100PPlコをカロえ同lrに処Fせした。カルシウ

ム シ リケー ト (Ca豆o・)バ ーミキュライト粉末

(サンブルミルで粉石|)処 F■は そ ″しぞれ重量1ヒです

柾子 5モ 水 15i処 理剤 3の 割合で
Prr器に入れ汎

合し,い ずれも25で で 7日 出処刑!した。 lt理後

よく水洗し ■ 内で 3日 F,乾燥させた後 無 処理

の柿子とともにデシケーターで 3ロ ド‖ll存じ発芽

試験に供した。

発芽はPEG.PEGtt GAⅢ ,′  `ミ キュライト区

で 置 床後 5日 日,カ ルシウム シ リケ
ートとで

61日 .無 n/t理区で 7日 日から始まった。発チ■

はPEC区 が高かかつた。また,平 均発芽日教卜発

芽係教から!発 芽促進Kll呆はPEG区 が優 り,他 の

Xは ,PEG処 理には次ばな力iった。また,cAIの

加川による発】i■,4●茅lt進の向Jlは見られなか

PEC  PIGIGA シ リケ
ー
ト
| ′ ―ヽ ミ

!  ナ
す PR

rf;:|1ヽ   723    693    536    646    636

平均1,日飲    79     79     69     87    107

前ヽ1,日款    79     77    103     95    109

発芽日数  110   114   129   132   16S
!カルシウム シリケート リ ―`ミキュライト紡末

第5表 低温湿潤処理がトウキ種子の発芽に及ぼす影響

Table 5 Eficcts oF ssating io、v ter■perature o l lhe

germinatio■ oF Tou(i seeds

発茅卒 (%)平 均発芽日教  発 チ係敦
処理期||

40日    35

30日   38

20日   3S

1 0日  3 7

メ寸口R    32

1 2 7    1 2 5

1 3 7    1 4 2

1 7 5    1 6 6

2 3 7    2 7 8
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1 2 S

4 3

4 9
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8 9

at処理後すぐ置床 bi処 理後12日口1風乾後世床

以 上から!採 f‐した トウキlj了は あ らか じめ

rll足等で予すむした後 水 で比重にする。発チ促進

処引!は,混 らせた状態で30 4ヽ 0 H14℃ で保存す

る。そして 処 1せ後乾かしてからllくのが実用的

で 花 拐:の言 4/「の向上が rlれ 佐 良な市づ くり

につながるものと思われる。


